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Ａ．目的
　と畜場は、牛豚をと畜解体し食肉を供給する場所であ
るが、多数の人々はと畜現場に抵抗を感じている。前回
小学６年生徒が総合的学習社会見学としてと畜場周辺と
食肉処理施設を見学しアンケート調査を行った。その後
保健所での集団給食調理従事者を対象として食肉衛生講
習会時に同様の調査を実施したので報告する。

Ｂ．実施方法
①調査対象者
　平成２０年１１月１７日に希望してと畜場周辺及び食肉処理
場を見学した地元Ｋ村小学６年生女子８名、男子７名計
１５人と平成２１年７月２８日に長野市保健所主催の集団給食
調理従事者を対象とした講習会にて食肉衛生講習を受講
した１５１名中有効回答者女性１２２人、男性１３人計１３５人の
合計１５０人であった。

②調査方法及び調査内容
　アンケート法で小学生は担任教諭に、保健所講習会は
保健所担当者へ依頼し個人が特定されない形で結果の回
収を行った。
　調査項目は、対象者の背景、と畜及び食肉処理従事者
への感想、自宅の飼育動物、動物感染症及びズーノーシ
ス予防法に関する１０項目とした。

Ｃ．結果
①　回答者の背景

回答者の年齢分布を見ると小学６年生の１０代前半が
１５人（１０．０%）、２０代５０人（３３．３%）、３０代３０人
（２０．０%）、４０代２３人（１５．３%）、５０代２９人
（１９．３%）、６０代３人（２．０%）であり、多くは２０歳
代から５０歳代に分布していた。

お肉の好きな年代は、１０代１２人（８０．０%）、２０代２４
人（４８．０%）、３０代１５人（５０．０%）と３０代までは半
数が肉好きであり、４０代７人（３０．４）、５０代５人
（１７．２%）、６０代０人と下降が見られた。

②　と畜現場について
「と畜現場を見たい」のは、男性７人（３５．０%）、
女性１１人（８．５）であり、反面見たくないのは、男
性７人（３５．０%）、女性９０人（６９．２%）で男性と女
性では明らかな差が見られた結果であった。

「処分を見て平気かどうか」では、平気は、男性２
人（１０．０%）、女性３人（２．３%）で、平気でない
は、男 性５人（２５．０%）、女 性８３人（６３．８%）で
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あった。いつになったら見られますかでは、ずーと
が見られないが男性５人（２５．０%）、女性８０人
（６１．５%）であった。
「と畜される動物への思い」は、男性は食物として
必要で仕方がないが９人（４５．０%）、女性はかわい
そうで感謝しているが３３人（２５．３%）、必要で仕方
がないが３０人（２３．１%）であり、女性は感謝の気持
ち高かった。

③　食肉産業に従事する人々について
「食肉産業に従事する人々をどう思う」かでは、男
性は別にどうとも思わないが、８人（４０．０%）、女
性は精神的に大変が３６人（２７．７%）、感謝が２３人
（１７．６%）、どうとも思わないが１４人（１０．７%）で
男性とは相違した。

④　動物から感染する病気について
「動物から感染する病気を知っていますか」では、
男性は知らないが６人（３０．０%）、女性は４０人
（３０．８%）であった。年齢では、１０代６人（４０．０%）
２０代１３人（２７．７%）、３０代７人（２８．０%）、４０代７
人（３０．４%）、５０代（３１．０%）、６０代（６６．７%）で認識
の差は大きくないという結果であった。病気名で
は、インフルエンザを５７人（３８．０%）、ＢＳＥ３４人
（２２．７）、狂犬病３３人（２２．０）の順であった。

⑤　自宅での飼養動物について
「家で動物を飼っていますか」では、飼っている男
性は９人（４５．０%）、女性は４９人（３７．７%）でした。
内訳は、猫が１５人（１０．０%）、犬が３３人（２２．０%）、
その他が７人（４．７%）で、犬が猫の倍でした。年齢
別では、１０代９人（６０．０%）２０代１９人（３８．０%）、３０
代７人（２３．３%）、４０代１２人（５４．５%）、５０代１０人
（３４．５%）、６０代２人（６６．７%）でした。

⑥　動物からの感染症の予防について
「動物からの感染症を防ぐ方法を知っていますか」
では、男性は知らないが１０人（５０．０%）、手洗いを
６人（３０．０%）、女性は知らないが５９人（４５．４%）、
手洗いが４７人（３６．２%）、予防注射が１２人（９．２%）、
動物とのキスが１２人（９．２%）でした。

Ｄ．考察
　小学生の調査を発端として世代別に調査を行った。
　対象者は、集団給食調理従事者で一般家庭と比較し食
肉の扱い量も機会も多く、食肉はより身近と考えた。
　若い世代ほどお肉が好きであるが、どの年代もと畜さ
れる動物に感謝しつつ現場には、過半数が抵抗を感じて
いる。また食肉産業への思いは、男性と女性とで比較す
ると大きく意識の差が見られ精神的な相違を考えた。
　どの年代も動物由来感染症及び感染症予防の知識、認
識が低く、感染症予防の第一に上げられた手洗いは、過
半数に満たない状況であり、これからの公衆衛生上の大
きな課題と考えます。

Ｅ．まとめ
　動物から命を頂き日々の生命を維持し得る食肉産業を
通してと畜される動物への思い、そこで働く人々への気
持ち、動物からの感染と予防法の調査を行った。
　今回の結果から、人々の食肉を食するから動物への認
識をもっと深める必要を痛感した。また動物由来感染症
の普及啓発及び感染症予防を関係者と協力して推進すべ
きと課題が明らかになった。 
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